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朝日町ライオンズクラブ、

/ 

宮崎小学校で相撲大会

九ψケ冒イ
おシバレo弱シバレグ

、
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障
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
・

成

・
泊）

・
地
区
の
生
の
問
題
点
や
悩
み
を

話
し
合
う
機
会
を
で
き
る
だ
け
多

く
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
（
お
歳

・

五
箇
庄
〉

－
目
的
に
応
じ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

笑
施
や
わ
か
り
や
す
い
町
政
の
報

告
を
。
（

ω歳
・
泊）

産
業
の
開
発
と
工
場
誘
致
を
」

「若

者
が
定
治
す
る
町
づ
く
り
」
な
ど
、

砂町
の
活
性
化
と
働
く
織
の
創
出
。

に
関
す
る
要
望
が
日
人
の
方
か
ら
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

－
地
山
倒
産
業
の
開
発
と
工
場
誘
致

に
し刈
を
入
れ
、
人
口
流
出
や
高
齢
肺

化
に
歯
止
め
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

（
刊
歳

・
治）

・
人
材
の
育
成
や
人
口
の
増
加
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
・

宅
地
開
発

・
観
光
開
発
な
ど
を
行

い
、
活
気
あ
る
町
作
り
を
し
て
ほ

し
い
。
（
幻
議

・
泊）

77 

－
町
の
発
展
を
望
む
。

泊）－
町
の
活
性
化
に
頑
刈
取
っ
て
ほ
し

い
。
（
九
歳

・
泊｝

－
企
業
務
欽
に
よ
り
、
表
年
憎
め

験
場
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

（
お
歳

・
五
筒
庄
）

そ
の
次
に
多
か
っ
た
の
が
、
「
公

約
の
実
行
を
」

「心
の
通
っ
た
町
政

IDJ 

活

性

化

を

の

町
長
の
基
本
姿
勢

次
に
多
か
っ
た
の
が
、

性
化
を
」
「
町
の
発
展
を
」

「
町
の
活

「地
場
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忌辺反守《，
V
ム
d

・

文
化
の
あ
ふ
れ
る
健
康
的
な
か
あ
さ
ひ
a

世
紀
へ
向
け
て
対
応
で
き
る
。
情
報
と
－

術
社
会
。
等
の
政
策
な
ど
に
最
善
の
努
・

く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
諸
事
業
を
一
円
も
早
〈
達
成
・

は
、
幾
多
の
難
闘
が

F
恕
さ
れ
る
と
こ
・

り
ま
す
が
、
関
係
各
位
を
は
じ
め
町
民

の
格
別
の
ご
懇
情
と
ご
協
力
の
も
と
に
、

で
ご
ざ
い
ま
す
が
郷
土
。
あ
さ
ひ
。
の
一

た
め
に
全
力
を
傾
注
い
た
し
ま
す
。

就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
、
真
情
の
一
一

し
上
げ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
と
の
話
し
a

場
を
で
き
る
だ
け
多
く
持
ち
、
理
解
と
一

支
え
ら
れ
た
行
政
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
念

じ
て
お
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
一
層
の
ご
指
導

と
ご
鞭
躍
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
織
の
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

角
川
一一。

朝
岡
町
長

＆
ω
一律
認
一

こ
の
た
び
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、

町
長
と
し
て
町
政
を
お
あ
ず
か
り
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
そ
の
職
貨
の
重
大
さ
を

痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
上
は
、
町
民

の
皆
同
悼
の
信
頼
と
期
待
に
こ
た
え
る
た
め
、
皆

さ
ん
と
共
に
笑
い
、
共
に
泣
く
温
か

い
心
の
通

う
町
政
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ

る

「
住
み
た
く
な
る
。
あ
さ
ひ
。

」
、
働
く
人

や
婦
人
の
声
を
聞
い
た
諸
政
策
、
ス
ポ
ー
ツ
と

FVム
4
ι
ad
s
hd
c
hz
p
V
A
4

－
魚
津
町
政
ス
タ
ー
ト

＠

5
月
お
白
に
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
で
は
、
魚
津
龍
一
氏
が
当

選
さ
れ
、

6
月
日
日
か
ら
魚
津
町
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

魚
津
新
町
長
は
、

6
月
日
日
に
初
登
庁
さ
れ
、

9
時
半
か
ら

の
就
任
式
で

「
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
笑
い
、
共
に
泣
け
る
温

郷
土
。
あ
さ
ひ
。

か
い
心
の
通
う
町
政
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
職
員
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
頑
張

っ
て
ほ
し
い
日
と
あ
い
さ
っ
さ
れ
ま
し
た
。

ん
で と

こ
ろ
で
、
今
回
、
選
挙
人
名
簿
か
ら
無
作
為
に
印
名
を
選

。
新
町
長
に
望
む
こ
と
。
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん

は
、
新
町
長
に
ど
ん
な
こ
と
を
望
ま
れ
ま
す
か
。

て
み
て
く
だ
さ
い
。

新
町
長
巴
望
む
こ
と

住
民
本
位
の
町
政
を

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

一
番
多
か

っ
た
の
が
、

「
金
町
民
の
H
F
を
聞
く

場
の
ぷ
遣
を
」
「
目
的
に
応
じ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
絡
を
」
『
住
民
本
位

の
町
政
を
」

「
わ
か
り
や
す
い
町
政

の
報
告
を
」
と
い
っ
た
，
住
民
本
位

を
」
と
い
っ
た

d
町
長
の
基
本
姿
勢
H

に
関
す
る
袈
望
と
、

「道
路
を
絡
備

し
て
」

「
消
雪
裳
笛
を
」
「
公
共
池

山
肢
の
設
置
を
」
と
い
っ
た
8

公
共
事

業
。
関
係
で
、
共
に
8
人
の
方
か
ら

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

－
公
約
を
確
実
に
実
行
し
て
ほ
し

い
。
｛
問地凧

・
宮
崎
）

－
必
さ
l
行
動
力
で
す
。
う
そ
や

偽
リ
の
な
い
堂
々
と
し
た
政
治
を

お
願
い
し
ま
す
・
（
お
歳

・
境）

・
町
民
に
対
し
て
、
地
区
に
対
し

て
平
等
な
行
政
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

（
お
議

・
大
家
庄
）

・
道
路
盤
備
や
消
雪
装
置
を
設
置

し
て
雷
に
強
い
朝
日
町
に
。
ま
た
、

ス
ー
パ

ー
農
道
の
早
期
開
通
を
。

｛
お
歳

・
五
箇
庄
）

・
ぷ
川
地
区
は
、
過
疎
化
が
逃
み
、

若
者
に
魅
力
の
な
い
地
区
に
な
っ

て
い
ま
す
．
せ
め
て
、
公
共
施
設

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。（
お
歳
・

五
箇
庄
）

－
小
学
校
統
合
を
早
く
実
現
し
て

く
だ
さ
い
。
（
位
議

・
五
箇
庄
）

そ
の
他
、
「福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
」

よ
臨
み
よ
い
町
づ
く
り
を
」
「
役
場

前
に
バ
ス
停
を
」
な
ど
と
い
う
立
見

が
あ
り
ま
し
た
・

聾
備
し
て
ほ
し
い
施
股

一
番
箆
備
し
て
ほ
し
い
施
設
を
同

じ
よ
う
に
、
印
人
の
方
に
2
つ
ず
つ

記
入
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
一

番

一
緒
に
考
え

の
町
政
e

に
関
す
る
要
望
で
、

の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

12 
人

－
全
町
長
の
戸
を
聞
く
場
を
設
置

し
て
、
そ
の
意
見
を
町
政
に
反
映

し
て
く
だ
さ
い
。
（

ω成
・
泊）

・
議
む
が
%
が
る
に
話
せ
る
や
さ

し
い
町
長
に
な
っ
て
く
ど
さ
に

（引
歳

・
笹
川
）

・
住
民
の
小
さ
な
戸
を
も
吸
い
上

げ
る
シ
ス
テ
ム
を
制
度
と
し
て
保

多
い
窓
見
が
、
「
降
械
雪
山
吋
の
道
山
町
の

確
保

（
消
宮
装
置
含
む
）

」
で
は
人

の
方
が
、
次
い
で
「道
路
盤
俄
」
で
ゆ

人
、
次
が

「
下
水
道
護
備
（
下
水
路

含
む
）
」
で
8
人
で
し
た
。

そ
の
他
、

「
家
族
そ
ろ
っ
て
気
軽
に
遊
べ
る
公

園
」
6
入
、
「
町
民
会
館
」

6
入
、

「
全
農
道
の
舗
裟
を
」

6
人
、
「
小

学
校
の
建
設
を
L
6
入
、

「運
動
公

刷
」
4
入、

『町
営
駐

h

車
場
」

4
人
、

「
若
い
人
の
働
く
場
の
継
保
」
4
人、

「泊
病
院
の
箆
備
」
4
人
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
．

少
数
の
意
見
で
変
わ
っ
た
と
こ
ろ

で
は
、

「旧
泊
中
勝
に
大
学
病
院
リ

ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
を
」

2
入、

「室

内
ゲ

i
ト
ポ
l
ル
場
を
」

2
人
、
「
ス

キ
｜
場
の
建
設
を
」

2
入
、
「
元
屋

敷
海
絡
を
散
策
や
海
水
浴
が
で
き
る

よ
う
に
」

2
人
な
ど
の
意
見
が
め
。

$
4
F
lレ
ト
～
．

4

司
初
の
訓
示
を
す
る
魚
津
町
長

ヨ

－
昭
和
別
年
ア
月
号

＠



日‘既

昭
和
印
年
度
の

事
業
と
決
算

ω概
要

社
会
福
祉
法
人
・
朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
昭

和
印
年
度
事
業
報
告
及
び
一

般

会

計

・

特
別
会
計

の

決

算

が

先

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

評
議
員
会
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
皆
さ
ん
に
報
告

し
ま
す
。

事
業
の
概
要

1
、
稿
祉
の
必
発
と
住
民
参
加
の
促

進
の
た
め
に

O
福
祉
広
報
の
発
行

。
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

2
、
在
宅
福
祉
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
促
進
の
た
め
に

O
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
催

｛相
談
件
数
制
作
）

O
世
智
更
生
資
金
の
運
営

O
福
祉
団
体
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
福

祉
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
開
催

O
独
り
暮
ら
し
老
人
ラ
ン
チ
サ
l

老人クラブ、が治婦奉仕

明日町主人クラブiii合会では， 6月58に

泊病院．老人福祉センター， j必斡集落センタ

一周辺のi清掃作業を行いました。

同日は． 「白分たちの利用する総設は．自

分たちの手できれいにしよう」と 120名の会

員が参加して行われました。

皆
さ
ん
の
意
見
、
要
望
を
伺
い
、
町
政
に
反
映
し

て
住
み
よ
い
町

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
町
長
へ
の

た
よ
り
「
や
ま
び
こ
通
信
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

「
や
ま
び
こ
泊
信
」
は
、
広
報
あ
さ
ひ

6
月
号
と

一
緒
に
皆
さ
ん
の
お
手
も
と
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
。

町
を
良
く
す
る
建
設
的
な
怠
見
を
、
ど
し
ど
し
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

や
ま
び
こ
通
信
と
は

ま
ち
を
良
く
す
る
の
は
、
秘
た
ち

が
住
ん
で
い
る
こ
の
朝
日
町
を
愛
し
、

住
み
よ
い
環
境
作
り
を
願
う
皆
さ
ん

一
人

一
人
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
の
立
見
や
要

望
を
町
に
伝
え
る
万
法
は
、

町
長
と

諮
る
会
や
町
議
会
議
只
の
方
及
び
地

区
の
役
円
以
を
通
じ
る
い
刀
法
な
ど
い
ろ

い
ろ
・あ
り
ま
す
・
で
も
、
ぜ
ひ
利
用

し
て

い
た
だ
き
た
い
の
が
こ
の
「
や

ま
び
こ
通
信
」
（
町
長
へ
の
た
よ
り
）

で
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
問
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
制
度
で
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
意
見
に
対
し
、
や
ま
び
こ
の

よ
う
に
、
す
ぐ
に
対
応
し
た

い
と
の

主
旨
で

『
や
ま
び
こ
通
信
」
と
命
名

し
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
提
案
は
育
効
に

「
や
ま
び
こ
通
信
」
で
簿
せ
ら
れ

た
提
案
す
べ
て
に
町
長
が
自
を
通
し
、

担
当
者
に
そ
の
処
理
を
指
示
し
ま
す
。

指
示
を
受
け
た
担
当
お
は
、
内
容
を

十
分
に
調
査

・
検
討
し
、
可
能
な
も

ビ
ス
ム
E

O
寝
た
き
り
老
人
の
慰
問

O
歳
末
た
す
け
あ
い
事
業
の
推
進

O
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
活
動

の
促
進

3
、
善
意
銀
行
の
活
用
と
善
行
の
促

進
の
た
め
に

O
善
意
銀
行
の
運
用

O
悩
祉
関
係
募
金
の
取
り
級
い

4
、
組
織
の
核
備
と
活
動
格
鈴
の
鍛

化
の
た
め
に

O
社
会
似
祉
協
協
会
強
化
什
耐
の

の 朝日町社会福祉鴎阻脅U皆8んと揖に地輔の

楠祉向ムg.a摘す構祉団体です．

朝日町福祉センター内 包830$76 

の
か
ら
処
理
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
処
理
方
法
は
、
た
よ

り
を
寄
せ
た
人
に
お
知
ら
せ
し
て

7

解
を
得
る
k
・7
に
し
て
い
ま
す
。

き
ら
い
ト
主
の
中
で
皆
さ
ん
に
広

く
か
か
わ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
広

T6月号の広報あさひと一緒に皆さんのお手もと

にお届けした「やまびこ通信J

回目回－回目
信一…

2

一一山川山

－司・
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－
h

い
刷
剛
刷

H

て報
いあ

空空 ・
九号 竺

努5
・2「 ・，

き通
E信

z。

「
通
信
」
を
待
っ
て
い
ま
す

「
や
ま
び
こ
通
信
」
の
朋
紙
を
広

報
あ
さ
ひ
6
月
号
と
一
緒
に
、
皆
さ

ん
の
お
宅
に
お
届
け
し
ま
し
た
。
ま

た
、
役
場
住
民
拙
棋
の
窓
口
に
も
置
い

て
あ
り
ま
す
。

n
町
長
へ
の
た
よ
り
。
と
い

っ
て

も
、
か
し
こ
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
ご
ろ
か
ら
思
っ
て
い
る
こ
と

を
通
信
用
紙
に
記
入
し
、
2
つ
に
折

っ
て
ノ
リ
付
け
し
、
ポ
ス
ト
に
入
れ

る
だ
け
で
す
。
切
手
を
は
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

通
信
待
っ
て
い
ま
す
。

口口口－口口

与・・

有UAI

朝日 町道下 1133

町 長 符日

一ーやまびニ通信 一一

朝
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と i本 十金め活祉 員員
連会 字及に動団 の及
総議社ぴの体研び
F山 山 山 山 山 山 山 山 山 山 山 中 山 山 中 山中山「

！窃りがとう ！ 
I 窃たたかい窓 i
！ ＠ 羽田町善意銀行 ！ 
! ( 5月ll日～6月10日） ~ 

I oと〈名さんより 肌 000同；
！ ω野追分市郎さんより亡婆 I 
i ゃいさんの供養として香典返 ~ 
！ しの一部 200,000円 ！ 
! 〈フ似町 高林永吉さんより亡婆 i 
！ なっさんの供養として五筒庄 I 
！ 小学校児童教育資金として指 ； 
し 定都付 肌 000円j

決
算
の
概
要

歳
入
総
額
は
、
補
助
金
や
共
同
募

金
配
分
金
な
ど
を
合
わ
せ
て
、

1
0

1
8
万
同
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
印

年
度
と
比
較
す
る
と
、

4
・
8
%約

印
方
向
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
歳
出
は
、

9
2
0
万
7
千

円
と
な
り
、
そ
の
8
6
・
2
%を
事

業
費
と
し
て
支
出
し
ま
し
た
。

一般会計収支決算
( 1j1位 ．千円）

・・・・圃・・

日
里
親
を

募
集
f
・

朝
日
町
社
会
福
祉
協
誠
会
で
は
、

毎
年
福
か
い
親
心
を
お
持
ち
の
里
親

の
協
力
に
よ
り
、

一
日
里
親
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

両
親
と
死
別
又
は
生
き
別
れ
な
ど

不
幸
な
子
供
た
ち
は
、
施
設
で
淋
し

い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
子

供
た
ち
に
一
泊
二
日
で
家
庭
の
団
ら

ん
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に

励
ま
し
て
元
気
づ
け
て
も
ら
お
う
と
、

今
年
も
8
月
に
一
日
型
組
を
尖
地
す

る
予
定
で
す
。
た
だ
今
、
そ
の
里
親

に
な
っ
て
い
た
だ
け
る

M
を
必
処
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
。

期

臼

8
月

（
日
は
米
定
）

児

賞

各

家
庭
に

2
名

里

親

約
ロ
名

・

申
込
先

朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
合

的

1
0
5
7
6）

－
昭
和
例
年
ア
月
号

。



生活必需品価格
0-ーーーーーーー・・

5月分調査 （ ）は前月比

u口" 名 価 絡 平均

f; 1祈 m it 斉唱
円 235 川

｛’｜’性t先高lト380mt)
225-255 

(+IO) 

ティ ンュ ペ ー パ ー
130～158 

141 

(4αH文t!Ui'i入り） （ー17)

一トイ レットペーパー
160-298 

207 

( 1¥'i紙ロー1レ4W.1*!!) (-57) 

本：
4,880 

4 .880 
｛うるち；！（・ .n主流ilfl;j<) ( 0 ) 

食 ，、 ノ
140-160 

150 

( /t・i凶品 ・l本｝ ｛ー17)

’t・ l勾
380-420 

393 
< 1 1• r均 ・ （， (, 100 g) ( 0 ) 

一
豚 l勾

168-190 
179 

｛’111勾・むら100g} ( + 3) 

てF tf 
d’ 198-358 

291 
( 1約｝ ｛サ59)

I色 llP 184 
(Mサイズ!Of凶） 175～198 (-14) 

ト一一ー
た ま lJ ぎ 163 

uキ泌品 lkg) 120～238 ( • 43) 

c: ll 、、 し よ 240～310 
283 

( ;'z.i1凶品 lkg) ( t73) 

考 べ－ ’＼ ， "/ 183 

(;'t・j凶討。1kg) 
130-220 

( 50) 

人 ~ 400～450 
417 

(lf.'il!i品ikg) (-116) 

し よ ヲ hh 
475～500 

490 

c 1.s eピン人） (+ 2) 

一み そ
278～338 

315 
( ,u~ .袋 lkg) (-40) 

‘2 一 え
178～210 

189 

（佐・360me) ｛・＋ 3) 

食 Jlj j曲
480～600 

553 

（サラダilll・ト13'ビン入リ） (-50) 

t;• 
i曲 1,170～I ,220 1.193 

｛配達 ・18t } ( 58) 

If ゾ ノ
138～140 ( 

139 

気J[iレキュラー・lt t卦，，t・）} I) 

情醇
灯油Ci先月に引き続き値下がりし．他IH三おむ

ね安定的に推移しました．

気

象

斤

か

台
風
予
報
の
あ
ら
わ
し
方
が
変
わ

り
ま
す
．

国民年金

私の質問箱
問 老骨骨j島6,'~年金の年金舗が、くらに

なりますか。また，；佐でも51,900 

円もらうことができるのでしょうか。

進時 をトす ｛ 威 風 Ji..そ風おの V 風を心 I F 置耳目 ’E E，、』 ｜に進
路にな ．ルが点のと中域れが必ど予 外 の示が予 ｜ - ’ -I会路今
子は.：：； 以、線なこ心にの i吹むこ惣 側 中 し 到 想｜ ーー 一 ｜わ予年
圭!l .L；、 上必向いろ位なあいねかさ 実 心て透き l a、，‘ ｜ り 綴 の
ぷ員会 ） ず）台で滋るるて毎がれ 線 がいすれ｜ 喧 U ｜ まの 6
".! ＂＂風 が強だ風、にか範い紗暴た 円 入まるた l ，、．・ ｜し表刈
込冠が あ風けの暴よは閥る 25風時（るすと時 ｜ ｜た示 l

日 。）域の喝風。） 、で範メ域刻暴確。子家Jj I I o }J 日
間置本ま （ 」之介織ま千す聞｜（に風率 こ想 に 法か . --
毎＇；に す似 ii；はやす線 。） ト平 、警はのさ 、円 V 心 fl ~ がら ｜／（て
に i 近 。紗と、 i走 。同どにル均こ戒 60同れ 台（ 内 ｝ 風× × 図、 lζJづくE

~~ゴ~ ~ ti· 訪山~ 12 ~ ~ 巧日時 製 自印日伊Cノ叫 fi<.308 9時
し、 た ;t?: Iま 円 高見 台法おので内 。台 問中 ） 線 小 、 ヲの ｜／ しここ

きてfi~＇. i路｜迫！~ 護持 2 受 F ： ； ： 器 当 ！ 里： ！ ;: ; 1. ~ ~ ~訪 日~ ~詳史 守 A 引拡 u ：丸 tYJ ~ 
u ~学 験で l坊｜ めワ ！ へ （ ぴ J持 〈月 ・F 月~ 大！ ¥T  ！ のタ r.帯百四 7変白－ 8品翁ホ 山 lJ し料教し 中 Y'lら
Tし をと、設 ！竪 i• tt ;;i;~干料巳 l 良 2 を学 ｜衰 ｜ 見｜ 帥市 日 貿似生 日 の家 I ~~＇・ 日 まで室たの生 し
；ムi主堂！墾！？店自己？？会？盟Ji術！存2 ~~宮：型舎 宮ぎ 二
91 、21 1 の i究 i 6 立つずタ 8 ヘ 8 し、 i短 ｜ 方） .'.l~ 前食（ル 1去万金議町後 皆開者なン 自

県日類叩 ｜石 1 6 技いれ｜月物月ま sI期 ｜ 」「 明部 10品評 8 1 」 倣師第 1 さ 1桜，，；14ニタ 教

；賢官 2 刊 ~ I J~ れは；れて ti大 i空 ij ~ a7」委要望 l.~~~~ ~i 空会 i- ~ 
5 セに 7 顛 iI I E期、巧座た 左｜学｜ て 放健 11 ~ ホ I P年金命 1 参すくらは を
）ン行頬か i；か ！ 2 大小 」 ふ 記 ！；カ、 i い ほセ時 「 I 3 代二ビ 3 /JU .らを、 開
へタいまら iら 1 4 学杉ゆ り の ！‘ i ま 漁ン半本ル日与の（ル時を受 し テ〈 催
。 iまで sI勺 ｜ 9教町込 ~：：. 公｜ 勺 ｜す 業タ 物半貯経 8半必識の lら

ま
す
。

り

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

答 老側t法舵年金は，保険料を40年

flt！納めて初めて月額51,900同（61

年度額）の支給となります。

しかし．加入JUll浪の60絞までに40年

間加入できるのは，昭和36年に国民年

金制度が発足したとき20歳未満だった

人，つまり昭和16年 4月2日以降に生

まれた人に隙られます。

それより以前に生まれた人は，40年

加入できませんが．次の計算式のよう

に．加入院I能lll問中すべての保険料を

納めていれば．月額51，叩O肉が支給さ

れます．

…
宮
崎
地
区

九
川
れ
伸
、
絞
本
研
一

、

宮
川
八
秋
、
水
内
副
議
、
岩
谷
町

a

、

吉
本
株
災
、
大
浜
消
光

…
笹
川
地
区

長
井
消
尖
、
浜
弁
昭
三
、

小
林

一
九千

綴
内
稚
拙
哨

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
妊
・

泊
一
区

防
御
沢
よ
し
子
、
凶
中
み
か

婦
や
成
長
期
の
下
供
は
…
チ
‘
問
中
良

一
、
大
谷
地
校
、
笹

も
ち
ろ
ん
、
合
が
も
ろ

…

川
品
川

f
、
秋
山
幸
子
、
水
・
防
相
「

く
な
っ
て
い
る
お
年
寄

…

似

建

治
子
、
以
山
被
映
子
、
木
見
他
地

り
に
と
っ
て
も
大
切
な

一

太
郎
、
上
杉
怯
峰
雄
、
山
川
原
万
雄
、

栄
養
紫
で
す
。

…

品
川
原
ゐ
刀
、
千
閉
山
投
光
、
山
州
場
wm

そ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、…

久
、
谷
川
道
ず

牛
乳
に
m
u
aに
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
泊
二
区

加
町
線
路
労
‘
山
口
る
み

f
、

む
ち
ろ
ん
、
者
…
－
十
し
や
ひ
じ
き
に
も

・

前
川
弘
チ
、
中
村
扶
美
「
、
岡山中

か
な
り
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

一

良

f
、
汀
水
認
r
丁
、佐
伯
山
中
美

f
、

場
合
は
、
吸
収
率
が
m
i
ω
%
と
あ

・

一悩山一切
み
ゑ
下
、
阿
部
憲
「
、
荒
M
柁

ま
り
よ
く
あ
リ
ま
せ
ん
。

…

ヤ
ス
了
、
大
和
セ
ツ
チ
、
加
藤
氏

牛
乳
や
チ
ー
ズ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は

・

紀
子
、
亦
川
笑
子
、
尾
山
あ
や
子
、

刊
1
別
%
と
2
怖
く
ら
い
消
化

・
吸

…

船

木
正
之
、
丸
岡
由
紀
美
、
野
口

収
が
由
民
い
の
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
い

久
美
子
、
問
中
秀
夫
、
尾
山
幸
郎
、

た
ん
ぱ
く
貨
や
ビ
タ
ミ
ン

D
が
そ
ろ

…

竹
内
最
乃
孝
、
後
綴
幸
男
．
木
林
野
陰
、

っ
て
い
る
こ
と
と
‘
リ
ン
と
カ
ル
シ
・
丸
川
忍
、
・
水
井
正
志
、
岡
本
安
炎
、

ウ
ム
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
た
め
で

…

寺
崎
ゆ
か
り
、
京
崎
学

す
・
吸
収
市
中
に
、
刊

1
印
%
と
差
が
一
泊
三
区

山
崎
和
美
、
島
好
入
、
伊

あ
る
の
は
、
個
人
差
が
あ
る
た
め
で

い

藤
光
代
、
折
谷
富
子
、
越
沢
典
子
、

す
が
、
牛
乳
を
飲
ん
で
宵
が
も
た
れ

い

谷
口
直
行
、
小
谷
春
美
、
中
島
治

る
人
は
、

回同
畿
が
ま
に
あ
わ
な
い
た
一

子
、
瀬
沼
路
子
、
谷
口
明
美
、
笹

め
で
、
そ
う
い
う
人
に
は
ヨ

l
グ
ル

一

川
謙

一
、
名
取
食
、
内
川
聡
、
水

ト
が
由
民
い
で
し
ょ
う
。

…

野
弘
、
泉
浩
司
、
川
久
保
拓
也
、

私
た
ち
の
食
習
慣
も
変
わ
り
、
コ
一
中
隊
謙
一
郎

i
ヒ
ー
や
消
涼
飲
料
水
が
た
く
さ
ん
…
五
箇
庄
地
区

沢
田
清
、
篠
田
春
子
、

飲
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
で
、
一

新
田
由
香
皇
、
窪
田
智
恵
、
吉
江

牛
乳
を
飲
む
習
慣
を
も
っ
て
い
る
人
…

美
喜
子
、
新
田
浩
美
、
広
回
厚
志

は
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
よ
う
で
す
。

一

浜
宏
信

午
乳
は
栄
養
的
に
す
ぐ
れ
た
欽
み
物
…
南
保
地
区

治
水
忠
美
子
、
中
ぬ
絡

で
す
の
で
、

l
日
に
コ
ッ
プ
1
1
2
紙
一

一
、
川
上
誠

一
、
小
林
光
義
、
谷

は
欽
み
た
い
も
の
で
す
。
フ
ラ
ン
ス

…

口
宗
次
、
坂
必
勝
洋
子
、
長
崎
日
子

で
は
、
同
u
か
ら
、

『
チ
供
は
ミ
ル
ク
、
一

山
崎
地
区

阿武

m
R治
、
久
保
田
淳

大
人
は
チ
ー
ズ
、
お
婆
さ
ん
は
ヨ
｜

…

f
、
安
逮
万
紀
子
、
日
防
相
子
、

グ
ル
ト
」
と
苫
わ
れ
て
い
ま
す
。

休

日

稲

荷

優

、

汗－
H

同
級
子
、
江
絹
降
、

に
合
っ
た
乳
製
品
で
カ
ル
シ
ウ
ム
を

…

水
野
家
子
、
永
口
了
、
九
mb恵
子
、

取
り
ま
し
ょ
う
。

日

普
万
敏
雄
、
場
口
移

…
大
家
庄
地
区

坂
口
拡
文
、
坂
口
英

利
子
、
水
野
経
子
、
井
口

一
美、

清
水
規
明
、
沢
田
孝
樹
、
塀
川
義

明
、
宵
向
島
崎
彦

カ
ル
シ
ウ
ム

の
朕
取
を

フ月のけんこう愛

の
献
血

境
地
区

協
力
者
名

水
島
敏
太
、

（
別
名
）

5
月
実
施
分

磯
貝
和
三
郎

加入可能年数表

隼 ~ 月 日
掴入可量
年誼

え正l探綱2目から略相2刷月16車で舟働こ生事れ土A 25年

題相2刷月2目的也相3制月l自までの晶抗生まれ止人 26年

昭和3犀4月2目。ら略相a・4月I自車T抑制に生まれた人 27年

留指・卑4月26から包相5牢a月l日皐Tの閣に生まれ土人 28年

組相5刷月2日から昭拘6刷用l自までの聞に生まれた人 29年

lliJ，柑6年4月2日から嶋加7年•Ill自主Tの間に生まれた人 30年

唱細7制珂2Bi川崎拘S相周1自1.1'の聞に生草れた人 31年

思初S卑4月2日から昭如9牢4月1日草での聞に生まれた人 32年

e!D9割月2日から蜘l仰 1!18.1.での聞に生まれた人 33年

S抑制刷月29から昭如II制月18孟での跡：生まれた人 34年

巳相II革4月2B料電相12嗣月18孟での伺E生まね1:λ 35年

思納得綱2日から砲剥1禽嶋18までの偉浅草れ止入 お年

健相l持•112白から也抑碑•111811'的障二生まれた人 37~ 

IB相I•卑•112自からli!lQIS!刷月1日までの崎ニ生まれ主人 38年

IBIOI”“再2目。ら也勾l伴＂＇118まで両陣二主主れl:A 富岡革
b・H・幽』

S柁16制時2自阻量に霊草れた人 崎年

’属加入可能~l;tlj ，・8拘36年 4 月 1 日以後紛才までのa手数

－
く
ら
し
の
情
報
室
。

意一一一一一一一一 一一一一一日行政相談委員からー

昭
和

ω年
度
の
行

政
相
談
受
付
件
数

明
日
町
で
昨
年
一
年
間
に

『
ど
ん
な
行
政
相
談
が
、
ど

れ
佼
あ
っ
た
の
か
」
を
調
べ

て
み
ま
し
た
。

一
年
間
の
総
司
会
付
件
数
は

砧
件
で
、
そ

の
7
ち
道
路
河

川
に
附
す
る
相
談
が
7
件
と

放
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

住 そ
の
他正手1見

型昆
社
会
福
祉

道
鈴
河
川

合
同
相
談
日

似
月
第
3
火
眼
目
午
後
l
時

1
4
時
。
制
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
。

定
例
相
談
日

ト徴
H

灯
第
i
火山
m
H
午
後
1
時

1
4
時
。
一
悩
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
。

O
問
い
合
せ
等
は
行
政
相
談
員

加
総
八
郎
ま
で

（朝
日
町
泊
2

4
3
、
倉
田
1
2
0
6
3
｝
相

談
は
全
て
無
制
刊
で
佑
州
市
厳
守
。

ガ
レ
ー
ジ
商
法

巴
ご
用
ゆ
f

一一ーー－－－－－－－注

お
年
寄
り
を
狙
っ
た
ガ
レ

ー
ジ
シ
ヨ

γ
プ
が
横
行
し
て

い
ま
す
。

ガ
レ
ー
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、

民
家
の
車
庫
を
借
り
て
、
新
商

品
普
及
会
（
略
し
て

S
F
）
と

林
し
、
近
所
の
主
婦
や
お
年
寄

り
を
集
め
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の

容
器
や
卵
な
ど
を
無
料
で
配
付

し
た
上
、
宮
袋
巧
み
に
防
相
似
の

羽
毛
布
団
等
を
先
り
付
け
る

一

位
の
訪
問
販
宛
で
す
。

最
近
の
例
で
は
、
民
家
の
問
中

mmで
近
所
の
主
婦
を
集
め
て、

新
製
品
普
及
会
が
聞
か
れ
、

カ

ラ
フ
ル
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
谷
総

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
気
較
に
販
売
員
と

話
し
て
い
る
う
ち
に
、

「
新
製

品
の
羽
毛
布
団
で
す
。
健
康
に

大
変
良
い
で
す
よ
」
と
説
明
さ

れ
、
い
つ
の
間
に
か
正
価
問
万

8
千
円
の
羽
毛
布
団
を
分
割
手

数
料
込
み
加
万
円
を
超
す
ク
レ

ジ
ッ
ト
契
約
書
に
サ
イ
ン
し
、

品
物
を
只
っ
て
い
た
と
い
う
も

の
。
品
物
を
帥
購
入
し
て
2
1
3

日
後
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら

確
認
の
屯
慌
が
入
り、

家
族
が

初
め
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
回
刷
物

を
只
っ
た
こ
と
を
知
り
、
び
っ

く
り
す
る
ケ
i
ス
も
あ
る
と
か
．

ご
注
意
を
／

． 
昭
和
61 
年
ア
月
号

＠ 



スポーツ大会成績5月19日～6月18日

男子 l部

①居波宏樹（泊 2区）

②小杉昌幸（泊3区）

男子2部

①小林茶生（笹川）

②久我口英治（山崎）

女子 l部

①上不勝美（山崎）

②竹谷美智子（宮崎）

女子2部

①長井保子（笹川I)

②春日明美（泊3区）

A
Q
E
船

大

開
ン
齢

h
E
民

ン
閥

、K
E
何

回
べ

お
民

第
町

笹川

泊 2区

泊 3区

五例I±
j白1区

泊 2区

第7回家庭婦人

バレーボールリーグ戦
y自クラブ

大家庄苛紫クラブ

J-fl 

大家庄A

j白3区
1 f，立
Z位

第15回朝日町民

朝間野球大会
準決勝

臼＊紡A

中央農協

決勝

日東紡A

夜間パドミ
男子A組

1f.立狩谷進 ・西村賞組

2{立横山三明 ・篠沢義弘組

3｛立 森田隆司 ・大坂正也組

男子8組

l位笹川明夫 ・山本茂組

2依 弓野秀人 ・土居久哲組

3位杉本勉 ・小川晋組

女子の部

l位川上真理子 ・福地経美総

2 i立 山間久美子 ・柚木麻子組

3 f.立 水嶋美津子 ・高木美枝子組

中央農協

ントン大会

境クラブ

キッズ

1-0 

5 -3 

4 -3 

〈団体戦〉

男子 l部

準決勝泊3区

五箇庄

決勝五箇庄

男子2部

準決勝山崎

治2区

決勝山崎

女子の部

準決勝治3区

泊 2区

決勝泊2区

〈個人戦〉

男子 l部

①4守谷進 ・西村賞組

②高松均 ・小桜吉宏組

男子 2部

①竹内号H日・四杉B?,if,美総

②辻栄哲失 ・場一耕二組

女子の部

①水島美津子 ・高木美校イ・組

②川上真理子 ・柏木麻子組

第33田町民卓球大会

3-0 

2 -1 

2-0 

3-0 

2-0 

2 -1 

僧りょのMc経が流れる中次々と焼香し．

過去のill.賢官者のめい福を祈るとともに

シーズン中の無lf~散を析念しました。
5月23日
野島・大平（紋）氏に厚生大臣表彰

2-0 

2-0 

2-0 

企テープカットを行う参列者

この回中怖は. ~さ 18丸幅l . 5 ：；；：の

つり紛でしたが，昭和59年の2月来常

により孫下したため，幅員 4：；；：のコン

クリー卜の絡に復旧されたものです。

式には，浜閲助役をはじめ関係者約

60人が出R官し，神事のあと全員てす皮 t)

初めを行いました。

vシーズンゅの安全を祈る参列者

6月15日
福祉団体スポーツ大会

この日午後 l時30分から朝日町教育

文化会館 （旧泊中学校）て二老人クラ

ブ連合会や児童クラブ，身体｜摩答者協

会など，町の福祉団体の方々約 300人

が集まリ，安l8回朝日町福祉団体スポ

ーツ大会が開催され，サイコロを絞り

投げ，出た自の数を回って来て，次の

走者にサイコロを引き継ぐ rでたとこ

勝負」などのllのゲームを．全員で楽

しみました。

6月10日
ゲートボール大会

この臼午前8時30分から，教育文化

会館グラウンドで．各地区代衰の24チ

ームを集め．朝日町老人クラブ連合会

のゲー トポール大会が行われました。

成対｛は次のと必りでした。

優 勝 iEI一区チーム

玖； H毒絞阿fチーム

参勝図書［~チーム （赤川 ）

V元気I~プレーするお年寄りたち

5月23日.~草山市公会堂で広山県民

生 ・児童委員大会がl州保され，席上民

生 ・児童委員厚生大臣特別表彩の伝述

式が行われ，野島武吉司大平米ii：主（故）

の両氏が厚生大臣特別表1;.tをJ受賞され

ました。

野島 ・大平の両氏は長年民生 ・児童

委員を歴任され，その労苦と前重~Jが認

められたものです。

育 忠
良 1(

盛醐歯菌且盛遁
≪7l：逼事帝京空有事

；凶1浩賢一；

5月25日
桜町正気柔道

スポーツ少年団が結成

健全な心身と友情をはぐくもうと 5

月25 日 ， f~町グ〉正気館で絞町正気柔道

スポーツ少年団（j菊戊進代表）の結団

式が行われました。

大家庄

泊2区

笹川

i(J l区

犬家庄

が］ 2区

3-0 

3-0 

3-0 

2 -1 

2 -l 

2 -1 

〈団体戦〉

男子の部

準決勝泊3区

笹川

決勝泊3区

女子の部

準決勝山崎

泊2区

決勝山崎

〈個人戦〉

Vでた目の標示を回る選手

6月刊日
田中橋が完成

町道mt蔵線（笹川｜）の回中橋が完成

し．この日午後11時から竣工式が行わ

れました。

V団旗を受け取る大久保忍くん

－
ま
ち
の
う
ご
き
＠
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沢

谷
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女

友

里

吉

江

総

長

女

未

希

石

僑
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之
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男

竜

矢

新
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線
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男

有

佐
渡
秀
二
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投
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沢
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長
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沢
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優
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